
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校家庭教育学級の担当としてご尽力をいただきま

した。ありがとうございました。 

就任 髙橋 好江さん  

髙橋さんは、４月から新たに推進員として就任さ

れました。これから一緒によろしくお願いします。 

４月１３日の第１回推進員会議で、今年度の事業

担当が決定しました。 

今年度も、楽しく、そして皆さんに役立つ講座を

考えていきたいと思いますので、ぜひ、ご参加くださ

い。お会いできるのを楽しみにしています。 
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社会教育推進員（以下「推進員」）は、教育長か

ら委嘱され、公民館で行われる講座や教室、文化・

スポーツまつりなどの事業について、職員とともに

企画や運営に携わってくださる方々です。 

現在、平岡公民館には、１０名の推進員がいます

が、令和５年４月に推進員の異動がありましたの

で、ご紹介します。 

退任 金田 今日子さん 

金田さんは、令和３年度から２年間、推進員

としてご活躍され、主に、ひらおか子ども教室や小

です。平岡公民館では「ロビー展示」と称して、いろ

いろな団体の作品を玄関ホールに掲示しています。 

多くの魅力ある作品を展示する予定ですので、ぜ

ひ、公民館へお越しください。 

今回の作品は袖ケ浦市林にあるグループホーム

「柊の郷」の皆さんの作品です。 

書写や自分の好きなものの絵、手作りブレスレッ

トなど、どれも手が込んでいて素晴らしい作品ばかり

講座・教室 担当推進員 担当職員

お子さんと一緒に！健康な心と
体づくり講座

黒川・奥田 岡本

小学校家庭教育学級 渡邊・伊藤 前田

ひらおか子ども教室 渡邊・伊藤 岡本

わくわく女性倶楽部 花沢・髙橋 岡本

国際理解セミナー 仲野・長嶌 鹿嶋

ひらおかハッピータイム 奥田、篠田、髙橋 前田

ひらおかシニアセミナー 仲野、花沢 前田

みんなでつくる地域の避難所
講座

長嶌、篠田、鶴岡 岡本

担当推進員・職員一覧 



 

昨年度から、平岡地区の皆さんが、「自分の身は

自分で守る」ための術を身につけるお手伝いとして

「防災お役立ち情報」を連載してきました。 

今年度は、大地震直後から、時間の経過ごとに行

う行動についてお知らせします。この時間を区切

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月１５日（土）から５月２１日（日）まで、市内

の図書館及び図書室で本を返却した際にスタンプ

がもらえる「としょかんでスタンプラリー」を実施

します。もらえるスタンプの数は、返却した本の冊

数分と、「来てくれてありがとう」のスタンプ１個で

す。スタンプを２０個、４０個と集めるとそれに応

じて素敵なプレゼントをゲットできます。 

平岡公民館図書室では、火、木、土がスタンプラリ

ー実施日です。皆さんの参加をお待ちしています。 

５月 

１０日（水）ひらおかシニアセミナー 

10：00 屋内レクリエーション 

１４日（日）名幸ヶ丘の会総会 13：30～ 

１９日（金）第１回公民館運営審議会 

２３日（火）名幸ヶ丘の会役員会、理事会 

２５日（木）わくわく女性倶楽部 

10：00 ヨガ 

２８日（日）市内一斉清掃日 

 

おもな行事予定 

 

平成１２年（2010）年 

９月、文脇（ふみわき）遺跡（袖

ケ浦市野里）の中世（室町時

代）集落の調査で、大量の 

古銭が発見されました。直径

約６５ｃｍの土坑から、薄い板を丸くまげて作った 

容器に入った大量の銭貨（せんか）が発見されたのです。 

これまでに確認できた銭の種類は、いずれも間元

通寶（かんげんつうほう）・元豊（げんほう）通寶をはじめとした

中国の唐（618～907）や北宋（960～1127）  

図書室からのお知らせ 

 

平岡の REKISHI（歴史） ～銅銭ぎっしり大量出土！文脇遺跡～ 
 

り、行動を明らかにする

ことは、命を守り、安全・

安心な避難に繋がりま

す。ぜひ、ここで紹介す

る時間ごとの防災行動

を参考にして、いざとい 

 

子ども読書スタンプラリー 

うときに備えてください。 

今回は、地震発生後に最初にすべきことです。 

それは、身を守ることです。丈夫な机の下にもぐる、

手やカバン等で頭を守りましょう。 

※みのりの丘１４５号にも掲載しています。 

＜今後の掲載内容（予定） ６月～１０月＞ 

６月 （地震から ３分） 家族の安全確認 

７月 （地震から ３分） 外出中の安全確保 

８月 （地震から ３分） 財産を守る、避難路の確保 

９月 （地震から 30 分） お家の確認、余震への備え 

10 月 （地震から 30 分） 近所の人の安否確認 

時代のもので、銭の真ん中の四角い孔（あな）に紐を

通して、およそ 100枚ごとに小分けして納められ

たと見られます。埋蔵銭（まいぞうせん）と呼ばれます。

こうした大量銭貨の発見は珍しく、特にこれまで

の発掘調査では 660 枚が発見された井戸向（いどむ

かい）遺跡（八千代市）が県内の最多でしたが、文脇

遺跡はそれをはるかに上回る 29,931枚でした。 

出典 「房総の文化財 VOL.50」H23.1.25 千葉県

教育振興財団／写真提供 袖ケ浦市郷土博物館 

（野里 伊藤鉄夫） 

 

 


